
平成２４年度採択プログラム　中間評価調書

博士課程教育リーディングプログラム　プログラムの概要 [公表。ただし、項目１３については非公表]
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※ 複合領域型は太枠に主要な分科を記入

７．

（① （②

膠原病・ｱﾚﾙｷﾞｰ
内科学

（③ 消化器外科学
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（① ※ ｵﾝﾘｰﾜﾝ型は太枠に主要な細目を記入（②

Nurture of Creative Research Leaders in Immune System Regulation and Innovative
Therapeutics

基礎医学、内科系臨床医学、外科系臨床医学

（③

連合大学院として参画している場合の共同実施機関名

主要細目

主要分科

機関名 千葉大学 整理番号                    O03

プログラム名称 免疫システム調節治療学推進リーダー養成プログラム

免疫学

（学長） 氏名・職名

１． 全体責任者

徳久　剛史  (千葉大学長)

   　（ふりがな）

※共同実施のプログラムの場合は、全ての構成大学の学長について記入し、取りまとめを行っている大学（連合大学院によるも
のの場合は基幹大学）の学長名に下線を引いてください。

とくひさ　たけし

氏名・職名

２． プログラム責任者    　（ふりがな）

中谷　晴昭 (千葉大学理事（企画担当）)

 なかや　はるあき

Ｏ ＜オンリーワン型＞

なかやま　としのり

コーディネーター

４．

３．

中山　俊憲（千葉大学大学院医学研究院長・高次機能治療学研究講座・教授）氏名・職名

１２．連携先機関名（他の大学等と連携した取組の場合の機関名、研究科専攻等名）

独立行政法人 理化学研究所 統合生命医科学研究センター
独立行政法人 放射線医学総合研究所　重粒子医科学センター

９． 専攻等名

大学院医学薬学府　先端医学薬学専攻（主たる専攻等がある場
合は下線を引いてくださ
い。）

１０．共同教育課程を設置している場合の共同実施機関名

（機関名：千葉大学　類型：オンリーワン型　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：免疫システム調節治療学推進リーダー養成プログラム）

６．
授与する博士学
位分野・名称

医学、薬学分野・博士（医学）または博士（薬学）

プログラム

５． 英語名称

副題

   　（ふりがな）

類型
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プログラム担当者の構成

人

人

（機関名：千葉大学　類型：オンリーワン型　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：免疫システム調節治療学推進リーダー養成プログラム）

治療学コースワーク実施責任者 CCPP担当、未来医療
教育研究センター教育担当、産学官連携委員会委員長

臨床実践セクション演習担当、キャリアパス支援委員
会委員長

シーズ開発教育セクション演習担当
公衆衛生学・博士
（医学）

大学院医学薬学府副学府長、大学院医学研究
院・環境健康科学講座・教授

治療学コースワーク実施責任者 看護学担当
ケア施設看護シス
テム管理学・博士
（保健学）

シーズ開発教育セクション演習担当
環境医学発生学・
博士（医学）

大学院医学研究院・環境健康科学講座・教授

ﾓﾄﾊｼ ｼﾝｲﾁﾛｳ本橋　新一郎
治療学コースワーク実施責任者 CVPP担当、未来医療
教育研究センター教育担当、国際交流委員会委員長

腫瘍免疫学呼吸器
外科学・博士（医
学）

大学院医学研究院・先端がん治療学研究講座・
教授

横手　幸太郎

医薬品評価学・博
士（医学）

内科学・博士（医
学）

大学院医学研究院・高次機能治療学研究講座・
教授

医学部附属病院・臨床試験部長・教授、未来医
療教育研究センター長ﾊﾅｵｶ ﾋﾃﾞｷ花岡　英紀

ﾖｺﾃ ｺｳﾀﾛｳ

ﾓﾘ ﾁｻﾄ森　千里

ﾊﾀ ｱｷﾗ羽田　明

ｻｶｲ ｲｸｺ酒井　郁子

ｵｶﾀﾞ ｼﾉﾌﾞ岡田　忍 大学院教育実施責任者 看護学領域担当
基礎看護学・博士
（医学）

大学院看護学研究科・基礎看護学講座・教授

大学院看護学研究科・独立専攻看護システム管
理学講座・教授

大学院教育実施責任者 医学部附属病院担当
肝胆膵外科学・博
士（医学）

大学院医学研究院・消化器治療学研究講座・教
授

治療学コースワーク実施責任者 医学担当
消化器外科学・博
士（医学）

大学院医学研究院・消化器治療学研究講座・教
授ﾏﾂﾊﾞﾗ ﾋｻﾋﾛ松原　久裕

ﾐﾔｻﾞｷ ﾏｻﾙ宮崎　勝

ﾀｷｸﾞﾁ ﾏｻｷ瀧口　正樹

ﾆｼﾀﾞ ｱﾂｼ西田　篤司

大学院教育実施責任者 医学薬学府担当
生化学・博士（医
学）

治療学コースワーク実施責任者 薬学担当
有機合成化学・博
士（薬学）

大学院薬学研究院・分子医薬科学講座・教授

大学院医学研究院・神経治療学研究講座・教授

大学院教育実施責任者 医学領域担当
歯科口腔外科学・
博士（医学）

大学院医学研究院・先端がん治療学研究講座・
教授

大学院教育実施責任者 医学薬学府担当
細胞生物学・博士
（薬学）

大学院薬学研究院・大学院医学薬学府長、ゲノ
ム創薬学講座・教授ﾔﾏｸﾞﾁ ﾅｵﾄ山口　直人

ﾀﾝｻﾞﾜ ﾋﾃﾞｷ丹沢　秀樹

ﾖｺｽｶ ｵｻﾑ横須賀　收

ｶﾜｾ ﾀｶﾕｷ川瀬　貴之

大学院教育統括 医学担当
消化器内科学・博
士（医学）

大学院教育 生命倫理担当
法哲学、生命倫理
学・博士（法学）

大学院人文社会科学研究科・法哲学講座・准教
授

大学院医学研究院・消化器治療学研究講座・教
授

プログラムの企画・運営担当、サブプログラムコー
ディネーター、研究教育進捗評価・自己点検委員会委
員長

発生生物学・博士
（理学）

大学院医学研究院・高次機能治療学研究講座･教
授

プログラムの企画・運営担当、サブプログラムコー
ディネーター、アレルギーセンター教育統括

頭頸部癌治療アレ
ルギー学・博士
（医学）

大学院医学研究院・先端がん治療学研究講座・
教授

大学院薬学研究院・創薬資源科学講座・教授

ｵｶﾓﾄ ﾖｼﾀｶ岡本　美孝

ｻｲﾄｳ ﾃﾂｲﾁﾛｳ斎藤　哲一郎

ｱﾗﾉ ﾔｽｼ荒野　泰

中谷　晴昭

（プログラム責任者）

役割分担
(平成２６年度における役割)

ﾅｶﾔﾏ ﾄｼﾉﾘ中山　俊憲

プログラムの企画・運営担当、サブプログラムコー
ディネーター、大学院教育統括 薬学担当

分子イメージング
薬剤学・博士（薬
学）

プログラムの企画・運営の統括
免疫学、アレル
ギー学・博士（医
学）

大学院医学研究院・医学研究院長、高次機能治
療学研究講座・教授

１５．

（プログラムコーディネーター）

プログラムの実施・統括
薬理学・博士（医
学）

千葉大学理事（企画）ﾅｶﾔ ﾊﾙｱｷ

プログラム担当者
現在の専門

学位所属(研究科・専攻等)・職名年齢フリガナ氏名

１４． 計 55 名

外国人の人数 %] 女性の人数 %]12.7

プログラム実施大学に属する者の割合 [ 63.6 %]

プログラム実施大学に属する者 35 20

そのうち、他大学等を経験したことのある者 32 人 そのうち、大学等以外に属する者 17

5.57 3人 人[ [

人 プログラム実施大学以外に属する者



[公表]

中島　裕史 ﾅｶｼﾞﾏ ﾋﾛｼ
大学院医学研究院・高次機能治療学研究講座・
教授、医学部附属病院アレルギーセンター長

アレルギー病学・
博士（医学）

アレルギーセンター教育担当、基礎・臨床統融合委員
会委員長

下条　直樹 ｼﾓｼﾞｮｳ ﾅｵｷ
大学院医学研究院・高次機能治療学研究講座・
教授

小児科学・博士
（医学）

治療学コースワーク実施責任者 アレルギーセンター
教育担当

米山　光俊 ﾖﾈﾔﾏ ﾐﾂﾄｼ 真菌医学研究センター・教授
ウイルス学免疫
学・博士（理学）

治療学コースワーク実施責任者 真菌医学研究セン
ター教育担当

（機関名：千葉大学　類型：オンリーワン型　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：免疫システム調節治療学推進リーダー養成プログラム）

山下　徹 ﾔﾏｼﾀ ﾄｵﾙ
日産化学工業(株) 医薬品事業部 企画開発部長
（大学院医学研究院・客員教授）

薬理学・博士（薬
学）

CCPP実践教育担当

河野　剛志 ｺｳﾉ ﾀｹｼ
日本ベーリンガーインゲルハイム(株) 事業開発
＆ライセンシング部マネジャー（大学院医学研
究院・客員教授）

呼吸器疾患分子生
物学・博士（医
学）

CCPP実践教育担当・インターンシップ担当

小泉　信一 ｺｲｽﾞﾐ ｼﾝｲﾁ
ラクオリア創薬(株) 専務執行役員 最高科学責
任者（ＣＳＯ）（大学院医学研究院・客員教
授）

創薬研究マネージ
メント・博士（理
学）

CCPP実践教育担当・インターンシップ担当

石川　文彦 ｲｼｶﾜ ﾌﾐﾋｺ
（独）理化学研究所 統合生命医科学研究セン
ター ヒト疾患モデル研究グループディレクター
（大学院医学研究院・客員准教授）

ヒト免疫学・博士
（医学）

シーズ開発教育セクション演習 理研担当

谷内　一郎 ﾀﾆｳﾁ ｲﾁﾛｳ
（独）理化学研究所 統合生命医科学研究セン
ター 免疫転写制御研究グループディレクター
（大学院医学研究院・客員教授）

分子生物学・博士
（医学）

シーズ開発教育セクション演習 理研担当、理研イン
ターナショナルサマープログラム担当

小原　收 ｵﾊﾗ ｵｻﾑ
（独）理化学研究所 統合生命医科学研究セン
ター 統合ゲノミクス研究グループディレクター
（大学院医学研究院・客員教授）

生物物理学、分子
生物学・博士（理
学）

シーズ開発教育セクション演習 理研担当

古関　明彦 ｺｾｷ ﾊﾙﾋｺ
（独）理化学研究所 統合生命医科学研究セン
ター 免疫器官形成研究グループディレクター
（大学院医学研究院・客員教授）

発生生物学・博士
（医学）

シーズ開発教育セクション演習 理研統括

山田　滋 ﾔﾏﾀﾞ ｼｹﾞﾙ
（独）放射線医学総合研究所 重粒子医科学セン
ター・治療課第２治療室長（大学院医学研究
院・客員教授）

重粒子線治療学・
博士（医学）

先進医療研修（放医研）担当

鎌田　正 ｶﾏﾀ ﾀﾀﾞｼ
（独）放射線医学総合研究所 重粒子医科学セン
ター長（大学院医学研究院・客員教授）

重粒子線治療学・
博士（医学）

先進医療研修（放医研）責任者

笹川　千尋 ｻｻｶﾜ ﾁﾋﾛ
一般財団法人 日本生物科学研究所・常務理事、
千葉大学真菌医学研究センター長

感染症学・博士
（医学）

大学院教育実施責任者 真菌医学研究センター担当

村田　武士 ﾑﾗﾀ ﾀｹｼ 大学院理学研究科・機能物質化学領域・教授
構造生物学・博士
（工学）

シーズ開発教育セクション演習担当

坂根　郁夫 ｻｶﾈ ﾌﾐｵ 大学院理学研究科・機能物質化学領域・教授
生化学・博士（薬
学）

シーズ開発教育セクション演習担当

田村　裕 ﾀﾑﾗ ﾕﾀｶ
大学院医学研究院・高次機能治療学研究講座・
准教授

生命情報科学・博
士（医学）

治療学コースワーク実施担当、広報委員会委員長

植松　智 ｳｴﾏﾂ ｻﾄｼ
大学院医学研究院・高次機能治療学研究講座・
教授

免疫学・博士（医
学）

シーズ開発教育セクション演習担当、広報委員会副委
員長

金田　篤志 ｶﾈﾀﾞ ｱﾂｼ
大学院医学研究院・高次機能治療学研究講座・
教授

癌エピゲノミク
ス・博士（医学）

シーズ開発教育セクション演習担当、治療学コース
ワーク実施担当

石川　裕之 ｲｼｶﾜ ﾋﾛﾕｷ
大学院理学研究科・分子細胞生物学講座・准教
授

分子生物学・博士
（理学）

シーズ開発教育セクション演習担当

遠藤　剛 ｴﾝﾄﾞｳ ﾀｹｼ 大学院理学研究科・分子細胞生物学講座・教授
分子細胞生物学・
博士（医学）

シーズ開発教育セクション演習担当

高山　廣光 ﾀｶﾔﾏ ﾋﾛﾐﾂ
大学院薬学研究院・薬学研究院長、創薬資源科
学講座・教授

創薬化学・博士
（薬学）

前臨床開発教育セクション演習担当

齊藤　和季 ｻｲﾄｳ ｶｽﾞｷ 大学院薬学研究院・ゲノム機能学講座・教授
遺伝子資源応用
学・博士（薬学）

前臨床開発教育セクション演習担当

現在の専門
学位

役割分担
(平成２６年度における役割)

岩間　厚志 ｲﾜﾏ ｱﾂｼ
大学院医学研究院・高次機能治療学研究講座・
教授

幹細胞生物学・博
士（医学）

シーズ開発教育セクション演習担当、入試・教務委員
会副委員長

ﾐｷ ﾀｶｼ

アレルギーセンター教育担当

１５．プログラム担当者一覧（続き）

氏名 フリガナ 年齢 所属(研究科・専攻等)・職名

シーズ開発教育セクション演習担当、入試・教務委員
会委員長

生理学・博士（医
学）

大学院医学研究院・高次機能治療学研究講座・
教授三木　隆司

皮膚科学・博士
（医学）

大学院医学研究院・生命機能治療学研究講座・
教授ﾏﾂｴ ﾋﾛﾕｷ松江　弘之
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Alfred Singer ｱﾙﾌﾚｯﾄﾞ ｼﾝｶﾞｰ
National Institutes of Health・Chief（大学
院医学研究院・客員教授）

Immunology M.D. 学位審査・CVPP海外研修

Andreas Radbruch ｱﾝﾄﾞﾚｱｽ ﾗﾄﾞﾌﾞﾙｯｸ
Deutsches Rheuma-Forschungszentrum Berlin・
Professor, Scientific Director（大学院医学
研究院・客員教授）

Immunobiology
Ph.D.

学位審査・CVPP海外研修

Steven F. Ziegler ｽﾃｨｰﾌﾞ ｼﾞｰｸﾞﾗｰ

Benaroya Research Institute・Member and
Director・University of Washington・
Affiliate Professor（大学院医学研究院・客員
教授）

Immunobiology
Ph.D.

学位審査・CVPP海外研修

樽井　直樹 ﾀﾙｲ ﾅｵｷ
武田薬品工業（株）医薬研究本部・生物分子研
究所長（大学院医学研究院・客員教授）

創薬全般・博士
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（機関名：千葉大学　類型：オンリーワン型　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：免疫システム調節治療学推進リーダー養成プログラム）



[公表（備考欄を除く）]

１６．プログラムの応募学生数、合格者数及び受講学生数

 本学位プログラムの過去３年間のリーディングプログラム応募学生数等について記入してください。

（各年度3月31日現在（ただし平成27年度は提出日現在））

― 10人 10人

― 118人 120人

うち留学生数 ― 4人 6人

うち自大学出身者数 ― 60人（1人） 49人（0人）

うち他大学出身者数 ― 58人（3人） 71人（6人）

うち社会人学生数 ― 103人（0人） 97人（0人）

うち女性数 ― 30人（3人） 39人（4人）

― 14人 15人

うち留学生数 ― 2人 2人

うち自大学出身者数 ― 13人（1人） 11人（0人）

うち他大学出身者数 ― 1人（1人） 4人（2人）

うち社会人学生数 ― 9人（0人） 10人（0人）

うち女性数 ― 2人（1人） 6人（1人）

― 14人 15人

うち留学生数 ― 2人 2人

うち自大学出身者数 ― 13人（0人） 11人（0人）

うち他大学出身者数 ― 1人（1人） 4人（2人）

うち社会人学生数 ― 9人（0人） 10人（0人）

うち女性数 ― 2人（1人） 6人（1人）

― 8.43倍 8.00倍

― 140.00% 150.00%

※平成27年度＊（今後の募集予定：有・無）については、平成27年度内に受講を開始する学生を募集予定の場合（秋入学等）は「有」に、募集予定がない場合は「無」に

    印を付けてください。また、有の場合は、プログラム募集定員数（実数）欄には募集予定人数を含めず、下記備考欄へ募集時期とともに記載してください。

※編入学生がいる場合は、年度ごとの内訳を備考欄に記入してください。

プログラム合格倍率（①応募学生数/②合格者
数）（小数点第二位を四捨五入）

7.85倍

充足率（合格者数／募集定員） 130.00%

※うち自大学出身者数、うち他大学出身者数、うち社会人学生数、うち女性数の（）には留学生数を内数で記入してください。

③ ②のうち受講学生
数

13人

2人

9人　（0人）

4人　（2人）

7人　（0人）

3人　（2人）

② 合格者数

13人

2人

9人　（0人）

4人　（2人）

7人　（0人）

3人　（2人）

プログラム募集定員数（実数） 10人

① 応募学生数

102人

7人

49人　（0人）

53人　（7人）

85人　（0人）

28人　（6人）

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度
平成２７年度

*（今後の募集予定:
有・○無)

（機関名：千葉大学　類型：オンリーワン型　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：免疫システム調節治療学推進リーダー養成プログラム）



[公表（備考欄を除く）]
１７．学位プログラムの受講学生数・修了（予定）者数
各年度における本学位プログラムの受講学生数を記入してください。
①区分制及び一貫制博士課程 （各年度3月31日現在（ただし平成27年度は提出日現在））

M1
(D1)

M2
(D2)

D1
(D3)

D2
(D4)

D3
(D5)

計
M1

(D1)
M2

(D2)
D1

(D3)
D2

(D4)
D3

(D5)
計

M1
(D1)

M2
(D2)

D1
(D3)

D2
(D4)

D3
(D5)

計
M1

(D1)
M2

(D2)
D1

(D3)
D2

(D4)
D3

(D5)
計

0 0 0 0

うち留学生数 0 0 0 0

うち自大学出身者数 0 0 0 0

うち他大学出身者数 0 0 0 0

うち社会人学生数 0 0 0 0

うち女性数 0 0 0 0

0 0 0

うち留学生数 0 0 0

うち自大学出身者数 0 0 0

うち他大学出身者数 0 0 0

うち社会人学生数 0 0 0

うち女性数 0 0 0

0 0

うち留学生数 0 0

うち自大学出身者数 0 0

うち他大学出身者数 0 0

うち社会人学生数 0 0

うち女性数 0 0

0

うち留学生数 0

うち自大学出身者数 0

うち他大学出身者数 0

うち社会人学生数 0

うち女性数 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

※辞退者（Ｑ.Ｅ.によるものも含む）がいる場合は、年度毎の内訳およびその理由を備考欄に記入してください。

※「１６．プログラムの応募学生数、合格者数及び受講学生数」と整合性を取ってください。

※「修了者数」の平成２７、２８、２９年度については、修了予定者数を記入してください。

※就職者にはプログラムを修了後に就職した者（起業した者も含む）のみをカウントしてください。

プログラム対象学生以外で、プ
ログラムのカリキュラムの一部
を受講している学生数

就職者数

平成
２６
年度
選抜

平成
２７
年度
選抜

計

修了者数

平成
２５
年度
選抜

学位プログラムの受講学
生数等

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成
２８
年度

平成
２９
年度

平成
２４
年度
選抜

（機関名：千葉大学　類型：オンリーワン型　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：免疫システム調節治療学推進リーダー養成プログラム）



[公表（備考欄を除く）]
１７．学位プログラムの受講学生数・修了（予定）者数
各年度における本学位プログラムの受講学生数を記入してください。
②医・歯・薬・獣医学の４年制博士課程 （各年度3月31日現在（ただし平成27年度は提出日現在））

D1 D2 D3 D4 計 D1 D2 D3 D4 計 D1 D2 D3 D4 計 D1 D2 D3 D4 計

0 0 0 0

うち留学生数 0 0 0 0

うち自大学出身者数 0 0 0 0

うち他大学出身者数 0 0 0 0

うち社会人学生数 0 0 0 0

うち女性数 0 0 0 0

14 14 14 14 13 13

うち留学生数 2 2 2 2 2 2

うち自大学出身者数 13 13 13 13 12 12

うち他大学出身者数 1 1 1 1 1 1

うち社会人学生数 9 9 9 9 8 8

うち女性数 2 2 2 2 2 2

15 15 15 15

うち留学生数 2 2 2 2

うち自大学出身者数 11 11 11 11

うち他大学出身者数 4 4 4 4

うち社会人学生数 10 10 10 10

うち女性数 6 6 6 6

13 13

うち留学生数 2 2

うち自大学出身者数 9 9

うち他大学出身者数 4 4

うち社会人学生数 7 7

うち女性数 3 3

0 0 0 0 0 14 0 0 0 14 15 14 0 0 29 13 15 13 0 41

0 13

※辞退者（Ｑ.Ｅ.によるものも含む）がいる場合は、年度毎の内訳およびその理由を備考欄に記入してください。

※「１６．プログラムの応募学生数、合格者数及び受講学生数」と整合性を取ってください。

※「修了者数」の平成２７、２８、２９年度については、修了予定者数を記入してください。

※就職者にはプログラムを修了後に就職した者（起業した者も含む）のみをカウントしてください。

プログラム対象学生以外で、プロ
グラムのカリキュラムの一部を受
講している学生数

0 0 0

0 0 0

就職者数 0 0

平成
２６
年度
選抜

平成
２７
年度
選抜

計

修了者数

平成
２５
年度
選抜

学位プログラムの受講学
生数等

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成
２８
年度

平成
２９
年度

平成
２４
年度
選抜

（機関名：千葉大学　類型：オンリーワン型　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：免疫システム調節治療学推進リーダー養成プログラム）



 
 

 【公表】 

リーダーを養成するプログラムの概要、特色、優位性 
（広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダー養成の観点から、本プログラムの概要、特色、優位性を記入して
ください。） 

＜概要＞ 
外界から身を守るための免疫システムが正常に機能しなくなると、ヒトは感染症のみならずアレル

ギーや自己免疫疾患を発症する。癌の発症頻度の増加や高齢者に多い動脈硬化による心血管疾患など
の慢性炎症にも免疫システムが関与する。これらの社会的に重大な疾患は「免疫システムの調節異常」
という共通の観点で捉えることができ、近年の免疫学の基礎研究は目覚ましい成果をあげているにも
かかわらず、研究の成果が有効な治療法の開発に結び付くケースは著しく少ない。その原因として、
疾病の治療法を体系的に研究し実践する「治療学」という学問分野の研究が、基礎医学と臨床医学の
枠を超えてシステマティックに行われていないことや、「治療学」を推し進める人材を組織的に育成す
る土壌がないことが挙げられる。 
千葉大学は、100 年以上にわたる臨床医学の確固たる実績を有するとともに、最近の大学院教育改

革プログラムなどを利用し、癌や免疫に関連する疾患の領域で最先端の治療研究に携わる若手研究者
を育ててきた。そこで、これまでの千葉大学の実績と強みを生かし、難治性の免疫関連疾患（アレル
ギー、自己免疫疾患、癌、心血管疾患など）に特化した「治療学」の推進リーダーを養成するプログ
ラムを、医学と薬学が融合した大学院医学薬学府博士課程に組織し、領域横断教育と産学官連携によ
りグローバル社会で活躍する実践的なリーダーを育成する。特に、免疫関連疾患の病因や治療法、新
規の治療技術等を深く理解しトランスレーショナルリサーチや臨床研究を統括指導する能力ととも
に、リーダーとして必要な人間力（多角的視点、俯瞰力、総合的判断能力、統率力など）を育み、将
来、国内外の大学や研究所のみならず製薬企業等で新しい治療薬や治療法の開発を推進するリーダー、
大学病院などの基幹病院で先端医療の開発・実践を統率する責任者や医療行政機関の指導者として活
躍できる人材の養成を目指す。 
 
＜特色＞ 
○社会で広く切望されている人材の育成 
少子高齢化が進む日本社会で大きな問題となっている疾病に立ち向かい、画期的な新規治療法の開
発研究リーダーを育成するための新規プログラムであり、必要性は極めて大きい。 

○独自の大学院教育システムの導入 
・国内外の幅広い分野（Open）から優秀な人材を選抜（Selection） 
・多様な教員集団の領域横断教育と国内外の産学官連携教育及び複数の教授による多面的研究指導
体制による独創的研究のサポート（Promotion） 

・外国人（客員）教授を含む世界標準の学位審査制度（Certification） 
・人材交流システムによる修了生の継続的キャリアパス支援（Interchange） 

○国内外の専門分野を異にする第一級の研究者が結集 
千葉大学の６部局から俊秀で教育に熱意あるメンバー35 名、連携機関から 6名、国内外の様々な分
野からの千葉大学客員教授 14 名がプログラム担当者として参画している。 

○グローバルに活躍する実践的リーダーの育成プログラム 
海外 17 大学・研究機関からの客員教授 27 名の協力による海外短期研修（実習）や国内外の企業 14
社や政府関連機関の協力による特論や研修（実習）を実施する。 

○専用教育施設を核としたきめ細かなコースワーク 
千葉大学の「未来医療教育研究センター」と附属病院内の「アレルギーセンター」が両輪となり、
出身学部の違いなど学生の個性に合わせローテーション演習などの柔軟で充実したコースワークを
実施する。 

○世界最先端の研究機関や先端医療の実績を誇る研究所との連携 
基礎免疫学研究のナショナルセンターである（独）理化学研究所統合生命医科学研究センターと、
癌の重粒子線治療の先導的治療研究施設である（独）放射線医学総合研究所と連携したプログラム
である。 

 
＜優位性＞ 
千葉大学は、①免疫・アレルギー関連分野で卓越した研究者や指導者を多数輩出してきた伝統を持ち、
②全国に先駆けて医学と薬学を融合させたユニークな大学院教育に取り組み、③基礎医学と臨床医学
の統融合を目指した抜本的組織改革を進め、④癌の治療研究拠点として 21 世紀 COE プログラム、⑤免
疫・アレルギー治療研究拠点としてグローバル COE プログラム実施等の実績を有する。これらの優位
性のある実績と教育資源を活用し、免疫システムの調節に焦点を絞り治療学を推進するリーダーを養
成するためのプログラムを構築した。 

（機関名：千葉大学 類型：オンリーワン型 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：免疫システム調節治療学推進リーダー養成プログラム） 



 
 

【公表】 

学位プログラムの概念図 
（優秀な学生を俯瞰力と独創力を備え広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダーとして養成する観点から、コ
ースワークや研究室ローテーションなどから研究指導、学位授与に至るプロセスや、産学官等の連携による実践性、
国際性ある研究訓練やキャリアパス支援、国内外の優秀な学生を獲得し切磋琢磨させる仕組み、質保証システムなど
について、学位プログラムの全体像と特徴が分かるようにイメージ図を書いてください。なお、共同実施機関及び連
携先機関があるものについては、それらも含めて記入してください。） 

 

（機関名：千葉大学 類型：オンリーワン型 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：免疫システム調節治療学推進リーダー養成プログラム） 

 



 

「博士課程教育リーディングプログラム」中間評価結果 

 

 

◇博士課程教育リーディングプログラム委員会における評価（公表用） 

［総括評価］ 

計画どおりの取組であり、現行の努力を継続することによって本事業の目的を達成す

ることが期待できる。 

 

［コメント］  

リーダーを養成する学位プログラムの確立については、学長を中心として全学できめ

細かく管理、運営され、千葉大学の特徴を生かしたプログラムが構築されていることか

ら、十分に評価できる。   
産学官民参画による修了者のグローバルリーダーとしての成長及び活躍の実現性につ

いて、グローバルリーダー像の具体化については問題が残る。一方、CCPP（Chiba Career 
Path Professor Program）によるワークショップ等を開催し、グローバルリーダーの育

成に種々の工夫を実施していることは評価できる。 
グローバルに活躍するリーダーを養成する指導体制の整備については、学長を中心と

して大学が一丸となって取り組んでおり、継続性の観点からも評価できる。  また、FD
活動の推進に迅速に着手している点についても評価できる。 

優秀な学生の獲得については、募集定員の 10 倍以上の入学希望者から学生が選抜され

ており、優秀な学生が獲得できていると判断できる。学生の意欲も高く、学生の自主性

を重視した教育がなされている。 
世界に通用する確かな学位の質保証システムについては、学位質保証のための取組や

プログラムの自己評価が適切になされており、海外大学との国際学位共同プログラムを

設置し、国際標準の学位審査システム構築が計画されるなど、本プログラムを世界標準

での教育プログラムとして確立させようとする具体的な姿が見られることから評価でき

る。一方、グローバルリーダー像の教員間における共有は道半ばであるため、今後の努

力が望まれる。 
事業の定着・発展については、千葉大学が国立大学法人運営費交付金における３つの

重点支援枠において「重点支援③（卓越した成果を創出している海外大学と伍して全学

的に世界で卓越した教育研究・社会実装を推進）」の区分に決定され、その機能強化の取

組の１つとして本プログラムを位置付けており、支援期間終了後も大学独自の経費によ

り本プログラムでスタートした全科目を医学薬学府の大学院科目として維持することを

決定しているなど、本プログラムの継続性の見通しが得られており、評価できる。 
 

 

機関名 千葉大学 整理番号 O03 

プログラム名称 免疫システム調節治療学推進リーダー養成プログラム 

プログラム責任者 中谷   晴昭 
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